
指定管理者名： 財団法人 新潟県都市緑花センター
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※内訳書を添付すること

回数（回） 回数（回） 回数（回） 回数（回）

※内訳書を添付すること

-

内減免

第2四半期

利用回
数（回）

利用者
数（人）利用料

金（円）

利用料
金（円）

-
新潟地域振興局新津支局地域整備
部等と適宜連絡調整

内減免

自己評価結果

別紙「平成22年度　新潟県立植物園の管理・運営に関する評価結果について」及び「平成22年度県立植物園　内部評価」
のとおり

第2四半期

計

0

5,503

第1四半期 第2四半期

主な内容

-

・ボランティア受入れ（週4回）
・愛好会との展示共催
・春の植物園まつりへの出店受入れ
・新津商工会議所との協働による緑
化活動
・新潟市、新津観光協会等との連携
（花ふるフェスタ開催）
・新潟市東区への協力（ミズアオイ植
栽事業）

新潟地域振興局新津支局地域整備
部等と適宜連絡調整 -

・ボランティア受入れ（週4回）
・愛好会との展示共催
・秋の植物園まつりへの出店受入れ
・新潟県、新潟市等との連携（イベント
「にいがた花三昧」打ち合わせ）
・近隣施設との連携（石油の里もみじ
まつり打ち合わせ）
・温泉旅館、レストランとの教室共同
開催

利用回
数（回）

利用者
数（人）

利用料
金（円）

利用料
金（円）

14,667 1 1,800

3 1,830 0 0

128,100 3 112,300 2

0

0

0

1 2,220 0 0

22 0
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都市公園名

入場者数

新潟県立植物園

園内

第1四半期（人） 第2四半期（人） 第3四半期（人）

70,842

開館・休館日、所在地、催事、植物等に関すること

多数 0

40,272

0

電話（件） 来所（件） E-mail（件）計

0

-

第1四半期

16,209

-

観賞温室
（再掲）

計

問い合わせ件数

17,438

-

電話（件） 来所（件）

00多数

E-mail（件）

0

金額（円）
内減免

0

第1四半期

8

金額（円）
内減免

件数（件）

第2四半期

0 0 0

件数（件）

英語のパンフレットを作ってほしい、入館料が高い
等

苦情件数

要望件数

自主事業名

有料公園施設

地域・住民との連
携活動

関係機関との調整
会議等

※電話での問い合わせ件数は統計をとっていません。

0

第1四半期

利用回
数（回）

利用者
数（人）

春の植物園まつり

行為許可

物品の販売・頒布

競技会・集会等の
催し
ロケーション又は
業としての写真撮

展示観賞温室

研修室

第1四半期

参加者数（人）

平成22年度都市公園運営管理報告（年間）

4

2 1,220

主な内容

利用回
数（回）

利用者
数（人）

-

第4四半期（人）

19,778

8 0

11,906

-

累計（人）

180,273

68,558

-

49,381

23,005

0 0

開館・休館日、所在地、催事、植物等に関すること
等

入館料が高い、イベント申し込み受付に関すること
※ほかに「観賞温室が暑すぎる」（夏季）など室温に
関して多数。件数統計なし。

園地に遊具を設置してほしい、閉館後に咲く植物の
開花状況の映像を見たい

0 0 0 0 2 0 2

展示終了後の植物無料配布に関すること、駐車場
に関すること

第3四半期

電話（件） 来所（件） E-mail（件） 計

0 0

2

外国語（英・中）パンフレットを作ってほしい

第4四半期

電話（件） 来所（件） E-mail（件） 計

開館・休館日、所在地、催事、植物等に関すること
等

0 2

多数 0 0 0

開館・休館日、所在地、催事、植物等に関すること
等

0 3 0 3

除雪が不十分、身障者駐車場がわかりづらい

0 8 0 8

4月以降の開館日・展示スケジュールカレンダーが
ほしい、男性トイレにおむつ替えシートがあるとい
い、展示植物のリストがほしい、新津美術館とのセッ
ト料金があるとよい等

累計

電話（件） 来所（件） E-mail（件） 計

多数 0 0 0

0 7 0 7

0 20 0 20

第3四半期 累計

0 2 0

件数（件） 金額（円）
内減免

第4四半期

件数（件） 金額（円）
内減免

0 0 0 0

3 3,260 2 2,720

2 47,360 1 11,840

件数（件） 金額（円）
内減免

3 49,580 1 11,840

0

9 146,027 6 116,820

・ボランティア受入れ（週4回）
・愛好会との展示共催
・新潟県、新潟市等との連携（イベント
「にいがた花三昧」打ち合わせ）
・近隣施設との連携（「石油の里もみ
じまつり」及び次年度「花ふるフェス
タ」打ち合わせ）
・地元商工会議所とともにエントランス
花壇植栽　　等

5 3,050 0

新潟地域振興局新津支局地域整備
部等と適宜連絡調整

第4四半期

主な内容

-

・ボランティア受入れ（週4回）
・植物愛好会との連携による展示
・新潟県、新潟市等との連携（イ
ベント「にいがた花三昧」、教室共
催）
・近隣施設との連携（次年度「花
ふるフェスタ」打ち合わせ）　　等

-
新潟地域振興局新津支局地域整
備部等と適宜連絡調整

第3四半期

主な内容

-
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内減免

利用回
数（回）
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数（人）

3,453秋の植物園まつり
バックヤードツアー、体験教室、園
芸相談、物販（植物・食品等）等

利用料
金（円）

利用回
数（回）

利用者
数（人）

利用料
金（円）

内減免

主な内容

第2四半期 第3四半期

自主事業名 参加者数（人）

バックヤードツアー、体験教室、園
芸相談、物販（植物・食品等）等

主な内容参加者数（人）自主事業名 主な内容

第4四半期

自主事業名 参加者数（人） 主な内容

別表「温室入館者数一覧」「県立植物園入館者数」「売上金額一覧表」のとおり

別表「研修室利用一覧」のとおり



様式２ 行為許可状況

公園名：新潟県立植物園

指定管理者名：財団法人 新潟県都市緑花センター

件数 使用料（円） 件数 使用料（円）

1 物品の販売・頒布 3 49,580

2
競技会、集会等の催し
（新潟スタジアム２階ﾗｳﾝｼﾞ・ﾊﾟﾝﾄﾘｰ）

3 競技会、集会等の催し（その他　計） 9 146,027

(1)テント設置 4 125,442

(2)その他（　親子ウォークラリー　　　） 2 16,761

(3)その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 1 1,800

(4)その他（　　　　　　　　　　　　　　　　） 2 2,024

4 ロケーション

5 写真撮影 5 3,050

6
新潟スタジアム内広告物表示
（常設看板除く）

合計 17 198,657

※　公園ごとに別葉としてください。
※ 『３競技会、集会等の催し（その他）』中、『テント設置』以外の項目については、括弧内に具体的な内容を記載してください。
※　件数について

・『テント設置』の件数については、申請・許可の単位（テント数張で１申請の場合、１件）としてください。
・『新潟スタジアム内広告物表示（常設看板除く。）』の件数については、１看板で１件としてください。
・『３競技会、集会等の催し（その他）』で件数の取り扱いに疑義がある場合は、都市政策課担当者まで連絡願います。

当四半期 累計
区　　分



平成２２年度 

 新潟県立植物園の管理・運営に関する評価結果について 

平成２３年２月２８日 

新潟県立植物園評価委員会 

 

 平成２３年２月１５日（火）に開催された外部評価委員会において、観賞温室等の施設

見学を行ったのち、平成２２年４月以降の事業の実施状況ならびに内部評価結果と意見交

換を通じ、下記の通り評価しましたので報告します。 

 

記 

 

１ 日頃の地道な活動や努力によって、植物園の管理運営が適切に行われており、高く評価

できる。 

２ 新潟県の自然や園芸産業の特色を生かした植物の収集、育成、展示、調査研究など、栽

培技術や学術、教育面からも充実した活動を行い、県立施設にふさわしい成果を上げて

いる。 

３ 昨年度の指摘事項についても改善が行われている。 

 

なお、植物園の一層の充実を図るために以下の諸点を今後の管理運営に生かしていただ

きたい。 

 

① 家族が直接参加でき、植物に親しめる教室などを工夫。 

② 幼児期からの教育が大切であり、子供達が自身で種から開花まで育て体験できる教室

などの開催。 

③ 県民花壇など県民から花を育ててもらうスペースの提供。 

④ 県内の野生植物や情報収集などの一層の充実。 

⑤ 「花と遺跡のふるさと公園」ゾーンを１つのエリアととらえ、エリアでの集客を展開。 

⑥ 県外からの集客が弱い。県外花ツアーネットワークなどの展開。 

（その他意見） 

 ・指定管理者制度に移行となり、入館者増などに主眼がおかれているように思われる。

植物園は基本的には、管理運営等の継続性が必要と思われる。 

 

新潟県立植物園評価委員会委員 

 石沢 進 （元新潟大学理学部教授・積雪地域植物研究所主宰） 

 大倉 宏 （美術評論家・砂丘館館長） 

 小竹 茂春（元新潟万代島総合企画㈱ゼネラルマネージャー） 

 小林 正夫（（社）日本家庭園芸普及協会 技術顧問・長岡市緑花センター センター長） 

 四柳 長市（元新潟県花木振興協議会会長・四柳養樹園社長） 



（単位：円）

項　　　目 年間予算額 実績 差異 備考

指定管理委託料収入 242,464,000 242,464,000 0

利用料金収入 33,436,000 22,660,671 10,775,329

　有料公園施設使用料 33,423,000 22,590,674 10,832,326

　行為許可使用料 13,000 69,997 -56,997

事業収入　計 275,900,000 265,124,671 10,775,329

（単位：円）

実績 差異

維持管理費 261,748,000 249,576,688 12,171,312

　人件費 75,523,000 74,354,333 1,168,667

　　給与 44,775,000 45,032,946 -257,946

　　報酬・賃金 17,743,000 16,548,952 1,194,048

　　福利厚生費 13,005,000 12,772,435 232,565

　事業費 186,225,000 175,222,355 11,002,645

　　光熱水費 35,720,000 35,138,847 581,153

　　　電気料 11,600,000 9,637,082 1,962,918

　　　ガス料 20,220,000 22,020,238 -1,800,238

　　　上下水道料 3,900,000 3,481,527 418,473

　　展示・普及啓発 19,778,000 20,076,483 -298,483

　　　作業員賃金 2,188,000 2,097,452 90,548

　　　原材料費 3,010,000 2,703,893 306,107

　　　委託料 14,580,000 15,275,138 -695,138

　　調査・研究 0 26,740 -26,740

　　　原材料費 0 26,740 -26,740

　　　委託料 0 0 0

　　植物管理 35,241,000 36,829,657 -1,588,657

　　　作業員賃金 20,660,000 19,809,270 850,730

　　　原材料費 2,071,000 1,425,356 645,644

　　　委託料 12,510,000 15,595,031 -3,085,031

　　施設管理 27,540,000 25,779,590 1,760,410

　　　作業員賃金 0 0 0

　　　原材料費 0 0 0

　　　委託料 27,540,000 25,779,590 1,760,410

　　清掃 7,358,000 7,278,301 79,699

　　　作業員賃金 1,458,000 1,398,301 59,699

　　　原材料費 0 0 0

　　　委託料 5,900,000 5,880,000 20,000

　　警備 1,250,000 1,247,400 2,600

　　　原材料費 0 0 0

　　　委託料 1,250,000 1,247,400 2,600

　　事務費 55,338,000 43,539,736 11,798,264

　　修繕費 4,000,000 5,305,601 -1,305,601

一般管理費等経費 14,152,000 14,919,000 -767,000

管理運営経費計 275,900,000 264,495,688 11,404,312

（単位：円）

項　　　目 事業収入　計 管理運営経費　計 差異
当期収支差額 265,124,671 264,495,688 628,983

備考

平成22年度　新潟県立植物園　収支決算報告

項　　　目 年間予算額


